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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像に対して収差の補正処理を行う画像処理装置であって、
　前記画像を複数のエリアに分割し、それぞれのエリアにおける被写体距離およびデフォ
ーカス量を取得する取得手段と、
　エリア毎に、前記被写体距離および前記デフォーカス量に応じた補正量を取得して、収
差の補正処理を行う処理手段を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　データベースから、少なくとも１つの色チャンネルの各被写体距離に対応する収差量と
、前記少なくとも１つの色チャンネルの各デフォーカス量に対応する拡がり量を読み出す
読み出し手段を有し、
　前記取得手段は、前記画像に含まれる主被写体が合焦状態であるときの、それぞれのエ
リアにおける前記被写体距離および前記デフォーカス量を取得し、
　前記補正量は、少なくとも１つの色チャンネルの前記主被写体の被写体距離に対応する
収差量、および、少なくとも１つの色チャンネルの前記取得手段によって取得されたデフ
ォーカス量に対応する拡がり量に基づく値であることを特徴とする請求項１に記載の画像
処理装置。
【請求項３】
　前記エリアは、前記画像を取得した撮像手段における光学系の特性に基づいて複数のエ
リアに分割されていることを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記光学系の光軸を基準とした像高が大きくなるほど、前記複数のエリアは細かく分割
されていることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記収差は、歪曲収差、倍率色収差、および、像面湾曲の少なくともいずれかによる収
差であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記処理手段は、ＲＧＢの色毎に、前記被写体距離および前記デフォーカス量に応じた
歪曲収差の補正量を取得して歪曲収差を補正することで、倍率色収差も軽減することを特
徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の画像処理装置と、前記画像を取得する撮像手段とを
有することを特徴とする撮像装置。
【請求項８】
　画像に対して収差の補正処理を行う画像処理装置の制御方法であって、
　前記画像を複数のエリアに分割し、それぞれのエリアにおける被写体距離およびデフォ
ーカス量を取得するステップと、
　エリア毎に、前記被写体距離および前記デフォーカス量に応じた補正量を取得して、収
差の補正処理を行うステップを有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
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